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第 2報告 ｢メ チール及 - チール メタク リ L/- トガス｣

吸入療法の臨淋成積
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我,kはさきに昭和23年初めより同年6月迄の期間に ｢メチ-ルメタク1)レー トガス｣吸入療法を実施

した30名の開放性肺結核患者の臨床成績に威 き報告し､30名中8名に啄疾中結核菌の消失､12名に於て

著明な減少､10名は不変､埼加は皆無という成績を得た｡ト巨打ち30列中20例 (67%')に於て明かに ｢ガ

ス｣吸入療法の放典を認めたのであるo 但し之等は.いづれ も啄疾結核菌の検索が通常の ｢ガフキ-｣

検査によったものであり､展に定量的とは云い難い点にや 1難点があった｡

そこで我.kは､啄疾中結核菌の定量的検査方法を吟味 し､ 之によって本療法の効果を確認する目的

で5例の患者に就て約4カ月に亘って連日啄疾検査を実施した｡ 此結果5例の申3例に於て啄疾中結核菌

の滑矢を､1例に於て著明な減少を認めた｡ 備此実験の結果定量的啄疾検査は概ね週1回施行すれば､

結核菌の消長を窮 うに足ることを知った0

本報告に於では､ 定量的啄疾検査を行いつ 1英一施した ｢ガス｣療法の其後の成韓に就て述べたいO

昭和23年7月より昭和24年4月迄に ｢メチ-ルメタク1)レーり 19例 及び ｢土チ-ルメタク1)レ-
ト｣7例の臨界観察を実施したo

その前に r-チ-ルメクク1)レ- ト｣に関して少しく述べてをきたいo 此物質は次式の枝な構造を
CHL･-C(CH3)･COOC2H.5

有する無色の液体で､-稜の芳香を発する｡沸点は114oCで ｢メチ-･}L,｣より大分高 く.従って揮発度

も ｢メチ-ル｣ よりは大分低いO

抗菌力の詳細は木津の実験報告に謀るが､ ｢カバーグラス｣法による人型蘭島型菌に対する殺菌作

用は ｢メチ-ルメタク1)レ- H よりや と弱 く､ 二重試験管法による発育阻止作用は ｢メテール｣よ

りも天分劣るO 毒性は京大薬理学教皇森田学士の実験によれば ｢メチ-ルメタク1)レー 日 に略等し
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く甚だ少いO吸入方法は ｢メチール｣-｢-チ ～ル｣共に前報に記戯 した と同株の方法に よった｡
成績は第1表に一括表示 した如 くである｡ 即ち男19例､女7例で年令は貴低18才､黄高44才の青壮年

であるo ｢レン トゲン｣像による肺病竃の農 さを Turban-Gerhardtの分欝の病冠の濃 さのみに従え

ば策1期1例､第2期9例､第3期16例 となる｡ 茎洞像は明かに認めることの出来ない ものが9例あ り､涯

径2cm以下の小峯洞は9列､2-4cmの中量洞は4例､ 5cm以上の天茎洞が4例 となる｡ EPち柄竃の濃い

ものは多いが､茎洞は寧 ろ小 さい者の方が多い｡

第 1褒

氏 名 性 年令. 肺 病 窺 吸 入 曝疾量 J, Tl 蘭､ 景 備 考廃寺｢義元 種類 期間

1 森 ○ 輿 27 Ⅰ .不明 メナー ル 30週 減少 減少 滑失 吸入後15週デ滑失

2 藤 ○停 ○ 男 42 Ⅱ ′J､ /y 24!y 減少 減少 減少

3 酉 ○ 栄 男 26 甘 不明 /y 20/y 滑失 軒失 滑失 吸入後段豊諾 悪 日吸入後16週デ塘華 (-)4 率 ○ 武 盟 40 Ⅱ ｣､ /y 24!/ 減少 減少 滑失

5 元 〇二松○ 男 27 甘 不 明 /y -畠4,y 減少 滑失 滑二失 吸入後

6 安 ○栄 ○ 男 25 廿 不明 /y 20!y 滑失 滑失 滑失 吸入後8週デ培養 (-)

7 酉 ○支 ○ 男 24 Ⅱ 早 /y 154 減少 減少 不襲撃

8 夏 o庄○ 男 27 甘 ′♪ /y /V 示轡 不至琴 減少 -

9 戟.0 博 盟 22 Ⅱ 不 明 /y /y 減少 減少 不重野

10 竹 ○弘 ○ 男 40 甘 大 /r /y 減少 減少 減少

ll 若 ○繋 ○ 男 29 I 不明 /r 8/y 不襲撃 減少 減少

12 稔 ○金 ○ 罪 42 甘 中 /y 15/I 不労 誠心 減少

13 谷 0藤 o 男 22 I 不明 /I 9/I 不襲 増加 減少

14 堀 Q新 ○ 男 44 皿 /J､ /y 15/y 不準 減少 減少 喉頭痛滑失

15 ..徳 〇 号○ 女 22 価 ′J､ /y /y ィ､壁 減少 減少

16 於 ○串 ○ 女 23 Ⅱ ′J､ /y ≠ 不準 減少 減少

17 三 〇&O 女 36 Ⅱ 不 明 .ク lo≠ 減少 減少 不轡

18 字 ○光 ○ 女 44 甘 大 /y 154 不襲 減少 ネ襲

19 ノ毛OiEO 男 36 甘 人 {I 244 季轡 不塁率 不轡

20 谷 ○ 正 男 42 ∬ /J､ Iチ-^,20!y 減少 減少 滑失 培養 ノミ少数 (+)

21 二松○親 ○ 輿 43 Ⅱ ｣､ /y 8/I 宮城少 ぜ威少- 減少.

22 ′J､○廉 ○ 男 21 正 不明 ♂ 15!y 減少 不轡 不労

23 谷 ○義○ 顔 31 I 申 /y 10/y -不孝率 減少 不墾

24 田○中○ 女 22 甘 早 /y 15!? 不重重 不轡 減少 -

25 森 0-才○■ 女 -28 甘 小 /y ll/y 準少 減少 減少

26 件 ○夜 ○ 女 18 Ⅱ 大 /y ]5Jr 涙少 減少 . 不三蓉
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鱒 2表

略疾中緒核常滑失 5減少 l 9吾 F -----.56-- -i ･咳 噺 t塔疾 二蚤

3 ? 2

13 8

2 9

1 0

欝 3表

吸入期間は最短8週資長30週で平均17週位となるO

｢メチールメクク1)レ- ト｣吸入による効:県は第2表の如 くであるO巨ロち喫噺は減少するもの多 く､

啄疾畳は消失乃至減少する者が約年数に認められ､吸入によって却って増加した者は1例 もない｡但し

一時的にや 嗜ゝ加することはあるが吸入を続行する問に再び王威少して行 くO

最 も肝心の啄疾申結核菌は拘失せるもの5例､ 王威,i,9例とな り､約70%に於て啄疾中結核菌に対する
効果を確認し允｡不変は5例で槍加 した例は1例 もない｡ この成績は前報に報告した30例の予備実験の

成績 よりや 良ゝ好である｡ そこで昭和24年4月迄に観察した ｢メチ～ルメタクl)レ- 1､｣吸入実験の成

産を-一一括すれば第3表の如 くである｡EPち､吸入患者の27%に於て暗疾申結核菌の消失を､43%に於で

減少を認めた｡ この成績は単なる安静療法のみによっては期待し得ない成績であり､明かに吸入によ

る効兵 と考える｡ 虞に注 目すべきは､副作用の皆無に主丘いことである｡今回の実験によっても前報に

述べたのと同様肝腎造血臓許等に対し何 ら障碍を認めなかった｡

攻に ｢-チ～ルメタク1)レ- ト｣の吸入実験は症例が7例にすぎないので､之から結締を引出すこと

は尚早であると考える0 7例の中1伊リ庭於て曙疾中結核菌の消失 (但 し培養検査では少数の集落を認め
る)を認め､守成少2例､不変4例となってゐる｡ 此成額は ｢メチール｣に比してや 劣ゝる棟に思える｡

併 し嘆噺や暗疾量に対 しては可成 り蘇著な教典があり､ 啄疾の減少7例中5例､頓噺のラ成少7例中5例と

なってゐるO今後椅症例を槍して検討する慣値あるものと考える｡

以上 ｢メチールメタク1)レ- トガス｣吸入酔漢を実施 した49例の経験から我々は攻の如 く綜諭 した

い｡即ち本療法は可成 り富症の開放性肺結核患者に開いて､ その啄疾申結核菌を減少せしめ､その中

比較的茎洞の′j､さい例では可成 り高率に菌を消失せしめることが出乗るO 叉唄噺啄疾をも王威少せしめ

る効がある｡ しか も副作用は皆無で､長期間特番売約に実施 して も何中腎碍をも釆さないO

従って､開放性肺拝顔患者の安静療法の良き友として､ 叉虚除好漢や化学療法の補助手段 として大

に慣値あるものと考える｡

〔本研究の貴族に聾り多大の御援助をいた いゞた三菱化成工業#武舎軌こ梁抽するr〕

肺及気道疾患殊に肺結核に封す る｢ガステラピー｣の研究

第 3報告 臨床成績及作用磯韓に関する考察

辻 周 介

類 本 幾 久 雄

51iE:
我Jkは前報に於で ｢メチールメタクl)レ- トガス｣ .吸入療法に関する基礎的研究及肺結核に対する

臨床実験成績の一部に就で報告した｡ 之等の研究によって本療箆が肺結核の補助的療法として-一膝取

上げる償値のあるものとの確信を得たのである｡


